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門型開口部軸組の耐力性能 
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１ 研究のねらい 
近年、住宅建築において様々な工法が開発さ

れてきている。今回は、柱、梁、土台で構成さ

れた軸組（門型フレ－ム）の柱に、接着材とボ

ルトを用いて「まぐさ」を接合して構成した門

型構造体の耐力性能について検討した。なお、

この試験は ALU 建築システム研究所との共同

研究で実施したものである。 
２ 研究方法と結果 

耐力試験は JIS A 1414「タイロッドを用い

ない無載荷式の面内せん断試験法 B」に準じて

行った地震や風などの水平力に対する抵抗の

基準値となる壁倍率を、建築基準法施行令第 46

条に基づく木造軸組耐力壁の試験法、評価方法

により求めた。試験体の概要は、表に示すとお

りである。 

 

４ 成果と今後の進め方 
 試験体には LVL を使用したが、県産材の利用

も十分可能である。 
接着材とボルトを用いて「まぐさ」を接合し

て構成した門型構造体は、安定した強度を持つ

ため、広い開口部を持つ住宅等への利用が有効

と考えられる。 
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３ 結果 

今回の試験体は開口部が広がっても構造的に

は安定していおり、壁倍率は開口部が２、３、４

ｍでそれぞれ 3.2 から 3.5 の値を示した。破壊の

形態としては、接合ボルトの引張りせん断破壊

と、まぐさ付け根付近の柱の曲げ破壊の２タイプ

が観察された。 

 

（担当 木材部 上席専門研究員 東野 正） 

門型開口部軸組の試験体（長さ２ｍ） 

オリジナル金物による接合

M12×430mm ＋エポキシ

系接着剤 

kgf kgf kgf kgf kgf

２ｍ 1389 644 1679 1140 644 3.22
３ｍ 1458 637 1487 1048 637 3.19
４ｍ 1447 703 1240 1134 703 3.51

壁倍率
特定変形時

γ=1/120時荷重

表－１壁面内せん断試験結果

降伏耐力
Py

試験体の
仕様

2/3Pmax
時荷重

平均耐力
の最小値

Pu（終局耐力）
×0.2/Ds（構造
特性係数）


